
占ごきをD

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー

プ
が
１０
日
発
表
し
た
２
０

１
７
年
３
月
期
連
結
決
算

ソフトバンク1。 4兆円
最終利益 前期比 3倍

決算 につ いて説 明 する ソフ トバ ンクグルー プの

孫正義社長 =東哀 部 内の ホテ ルで 10日 午後

は
、
最
終

（当
期
）
利
益
が

前
期
比
約
３
倍
の
１
兆
４

２
６
３
億
円
と
な

っ
た
。

初
め
て
１
兆
円
の
大
台
を

突
破
し
、
２
年
ぶ
り
に
過

去
最
高
益
を
更
新
し
た
。

最
終
利
益
の
大
幅
増
は
保

有
株
式
の
売
却
を
進
め
た

こ
と
が
主
因
で
、
子
会
社

の
米
携
帯
電
話
会
社

「
ス

プ
リ
ン
ト
」
の
業
績
改
善

も
貢
献
し
た
。
国
内
事
業

会
社
で
１
兆
円
を
突
破
し

た
の
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
に

続
き
２
社
目
と
な

っ
た
。

売
上
高
は
前
期
比
０

。

２
物
増
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の

８
兆
９
０
１
０
億
円
。
本

業
の
も
う
け
を
示
す
営
業

利
益
は
同
１２

・
９
物
増
の

１
兆
２
５
９
億
円
と
な

っ

た
。
最
終
利
益
は
、
保
有

し
て
い
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
ゲ
ー
ム
会
社

「ス
ー
パ

―
セ
ル
」
や
中
国
の
通
販

大
手

「ア
リ
バ
バ
」
の
株

式
売
却
で
計
約
７
５
０
０

！

億
円
の
売
却
益
を
計
上
し

た
こ
と
で
、
１
兆
円
超
え

に
つ
な
が

っ
た
。

同
日
東
京
都
内
で
会
見

し
た
孫
正
義
社
長
は
、
最

終
利
益
１
兆
円
に
つ
い
て

「記
念
す
べ
き
数
字
だ
。

ｌ
兆
円
到
達
ま
で
ト
ヨ
タ

は

（設
立
か
ら
）
６７
年
か

か

っ
た
が
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
は
３６
年
で
で
き
た
」
と

述
べ
る
な
ど
、
喜
び
を
隠

．

さ
な
か

っ
た
。
そ
の
上
で
、

「通
過
点
だ
。
今
後
も
さ

ら

に
伸

ば

し

て

い
き

た

い
」
と
決
意
を
語

っ
た
。

来
期
の
業
績
予
想
は
公

表
し
な
か

っ
た
も
の
の
、

孫
社
長
は

「国
内
通
信
事

業
、
ス
プ
リ
ン
ト
が
順
調

に
伸
び
て
お
り
、
今
年
を

確
実
に
上
回
る
」
と
の
見

通
し
を
示
し
た
。

一
方
、

米
国
で
の
ス
プ
リ
ン
ト
を

核
と
し
た
通
信
業
界
再
編

に
向
け
て
、

「こ
れ
か
ら

交
渉
を
始
め
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
に
つ
い
て
積

極
的
に
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。

【浜
中
慎
哉
】

ル生を週

日
産
、最
終
益

６６３４
億
円

過
誉
壊
高
系
列
会
社
の
株
売
却
で

日
産
自
動
車
が
１１
日
発

販
売
が
好
調
で
、
世
界
販

表
し
た
２
０
１
７
年
３
月

三
冗
台
数
は
過
去
最
高
の
５

期
連
絡
決
算
は
、
最
終
（
当

６
２
万
６
０
０
０
台
だ

っ

期
）
利
益
が
前
期
比
２６

。　
た
０
一
方
、
日
本
国
内
は
、

７
物
増
の
６
６
３
４
億
円

！
燃
費
不
正
問
題
で
揺
れ
た

と
な
り
過
去
最
高
を
更
新

二
三
菱
自
動
車
か
ら
供
給
を

し
た
。
系
列
の
自
動
車
部

受
け
て
い
た
軽
自
動
車
の

品
大
手
カ
ル
ソ
ニ
ッ
ク
カ

販
売
が
停
止
し
た
影
響
も

ン
セ
イ
株
の
売
却
益
な
ど

あ
り
、
２
・６
物
減
の
５５
万

が
利
益
を
押
し
上
げ
た
。

．
７
０
０
０
台
だ

っ
た
。

為
替
が
円
高
に
振
れ
た
た

一　

１８
年
３
月
期
は
売
上
高

め
、
売
上
高
は
３

・
９
物

！
を
０

・
７
物
増
の
１１
兆
８

減
の
１１
兆
７
２
０
０
億
円

一
〇
〇
０
億
円
、
最
終
利
益

だ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
一
を
１９

・
４
物
減
の
５
３
５

北
米
や
中
国
を
中
心
に

０
億
円
と
見
込
ん
だ
。

畿騨癒o卓 電

ぐル2毎日



ぅこ持fヽわ

東
京
株
式
市
場
で
は
、
海
外
で
稼
ぐ
生
活
関
連
株
に
資
金
が
向
か

っ
て
ｈ

は
カ
ゴ
メ
や
花
王
な
ど
が
上
場
来
高
値
を
更
新
。
業
種
別
日
経
平
均
株
価
∩

は
約
２７
年
ぶ
り
の
高
値
を
付
け
た
。
円
高
懸
念
が
く
す
ぶ
り
、
消
去
法
的
ド

選
好
さ
れ
る
地
合
い
の
下
、
そ
の
中
で
も
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
で
移

ス
ト
ー
リ
ー
を
持

つ
企
業
が
選
ば
れ
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一益
を
け
ん
引
し
て
い
る
。　
　
一　

た
だ
、
中
で
も
選
別
の
動

周作長 r/2χ
や

ユ
ニ
ー

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は

弱
含
ん
で
い
る
。

も

っ
と
も
予
想

Ｐ
Ｅ
Ｒ

（株
価
収
益
率
）
で
は
割
高

な
銘
柄
も
出
始
め
て
い
る
。

ヤ
ク
ル
ト
の
Ｐ
Ｅ
Ｒ
は
４‐
倍

合
で
推
移
し
、
ラ
イ
オ
ン
も

３８
倍
を
超
え
る
。
市
場
か
ら

は

「
過
熱
感
が
あ
り
、
機
関

投
資
家
は
手
出
し
し
に
く
い

水
準
」

（国
内

フ
ァ
ン
ド

マ

ネ
ジ
ャ
ー
）
と
の
声
も
聞
か

れ
る
。

業種別日経平均「食品」

ア リアケ
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tヽ争つ

疑え「
仮想通貨はもうかる」

現B=/1
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
上
の
電
子
デ
ー
タ
を
独
自
の
お
金
と

す
る

「仮
想
通
貨
」
。
手
数
料
の
安
さ
も
あ
り
、
送
金
や

決
済
の
新
た
な
手
段
と
し
て
利
用
が
広
が
る

一
方
、
投
資

目
的
で
の
購
入
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い
る
。
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
集
計
し
た
２
０
１
６
年
度
の
仮
想
通

貨
に
関
す
る
相
談
は
計
６
３
４
件
で
、

１４
年
度
の
３
倍
以

上
に
急
増
し
た
。

「必
ず
も
う
か
る
」
と
い
う
甘
い
誘
い

に
は
注
意
が
必
要
だ
。み

ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
や
り
そ
な
銀
行
、

横
浜
銀
行
な
ど
が
参
加
す
る

新
送
金
シ
ス
テ
ム
の
連
合
体

．…

が
、
仮
想
通
貨
を
使

っ
た
新

た
な
送
金
実
験
を
始
め
る
。

複
数
の
参
加
者
が
取
引
記
録

な
ど
を
共
有
し
、
相
互
に
認

証
し
合
う

「
ブ

ロ
ッ
ク
チ

ェ

ー
ン
」
を
活
用
。
銀
行
間
の

送
金
に
仮
想
通
貨
と
い
う
共

通
基
盤
を
設
け
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
よ
り
低
コ
ス
ト
で

利
便
性
の
高
い
新
た
な
仕
組

み
を
探
る
。

実
験
を
始
め
る
連
合
体
は

Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

と
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
リ

ッ
プ
ル
ア
ジ

ア
が
取
り
ま
と
め
る

「
内
外

為
替

一
元
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

仮 想 通 貨 を 使 つ た

新送金 システムの利点

。24日寺『弓365日 送金が可能 に

(従来 の
FIl内 送 金 は午 前 8時

30分～午後 3時 30分まで )

。送金処理 の速 さ

連合体 の主 な参加行

。三菱東京 UF」 銀行 、みず |

銀行システムで送金した場合

岩観  暑観

安全性は高いが、時間や手数料が

かかる

仮想通貨で送金した場合

恩
インターネット

風

匝 璽 卜 → 腰所故り側
|

瞬時に送金され、手数料はほとんど

かからない

ム
」
。
連
合
体
に
は
こ
の
ほ
ど

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
や
滋

賀
銀
行
な
ど
も
新
た
に
加
わ

り
、
４
月
２６
日
時
点
で
５６
行

が
参
加
し
て
い
る
。
実
験
は

こ
の
う
ち
の

一
部
の
金
融
機

関
が
参
加
す
る
見
通
し
だ
。

実
験
で
は
例
え
ば

「
リ
ッ

プ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
仮
想
通

貨
の

一
種
を
使

っ
て
、
銀
行

間
の
送
金
に
か
か
る
時
間
や

利
便
性
な
ど
に
つ
い
て
調
べ

る
。
実
験
に
参
加
す
る
金
融

機
関
同
士
だ
け
で
使
え
る
独

自
の
仮
想
通
貨
も
新
し
く
発

行
し
、
同
様
に
送
金
手
段
と

し
て
応
用
で
き
る
か
試
す
こ

と
も
検
討
し
て
い
る
。

銀
行
間
で
の
仮
想
通
貨
の

送
金
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー

ン
を
活
用
し
て
行
う
。
実
験

に
採
用
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ

ー
ン
は
今
後
決
め
る
。
例
え

ば
米
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
企
業
の

リ

ッ
プ
ル
社
が
開
発
し
た
も

の
を
日
本
の
金
融
機
関
向
け

に
ア
レ
ン
ジ
し
た
ブ

ロ
ッ
ク

チ

ェ
ー
ン
は
、
仮
想
通
貨
ビ

ツ
ト
コ
イ
ン
の
取
引
で
使
わ

れ
て
い
る
も
の
と
比
べ
て
優

れ
て
い
る
。
１
秒
あ
た
り
の

処
理
能
力
は
２
０
０
倍
以
上

で
、
１
件
あ
た
り
の
取
引
時

間
も
数
秒
で
済
む
と
い
う
。

実
験
で
は
仮
想
通
貨
を
用

い
て
銀
行
間
で
２４
時
間
３
６

５
日
送
金
で
き
る
か
や
、
銀

行
が
負
担
す
る

コ
ス
ト
を
削

減
で
き
る
か
な
ど
を
確
認
す

る
。
現
在
、
国
内
送
金
の
際

に
は
全
国
銀
行
協
会
が
運
営

す
る
全
銀
シ
ス
テ
ム
を
使

っ

て
い
る
。
新
送
金
シ
ス
テ
ム

が
で
き
れ
ば
、
全
銀
シ
ス
テ

ム
の
開
発

・
維
持
の
た
め
に

銀
行
が
負
担
す
る

コ
ス
ト
が

１０
分
の
１
程
度
ま
で
削
減
さ

れ
る
と
の
見
方
も
あ
る
。

実
験
で
は
銀
行
間
の
海
外

送
金

へ
の
仮
想
通
貨
の
適
用

も
検
討
し
て
い
る
。
現
在
は

国
際
銀
行
間
通
信
協
会

（
ス

イ
フ
ト
）
を
通
し
て
い
る
が
、

国
内
の
送
金
同
様
に
低

コ
ス

ト
で
の
取
引
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
。

銀行間送金に仮想通貨

国内連合が実験へ

ス トでの送金・ 低 コ

「

封

儀

|こと璽袴程蟹猪t二霊准呈
1 信託銀行、信金 中央金庫 な ど

|

j_n往 字々 7
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